
英
語
と
異
文
化
に
親
し
む

テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

　
2
人
以
上
の
教
員
が
協
力
し
て
授
業

を
行
う
こ
と
を
「
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
」
と
呼
び
、
市
で
は
、
A
L
T
と

日
本
人
教
員
が
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
で
英
語
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
小
学
校
低
学
年
か
ら
A
L 

T
と
気
軽
に
接
す
る
こ
と
で
、
外
国
人

に
対
し
物
お
じ
し
な
い
態
度
を
育
め
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
普
段
の
生
活
に
近
い
場
面
を

設
定
し
て
、
A
L
T
と
日
本
人
教
員
が

手
本
を
見
せ
る
こ
と
で
、
実
践
的
な
英

語
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
も
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
行
う
中

で
、
児
童
・
生
徒
は
A
L
T
の
話
す
英

語
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

れ
に
よ
り
、
英
語
の
自
然
な
発
音
や
特

有
の
リ
ズ
ム
、
多
様
な
言
語
表
現
に
慣

れ
親
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

A
L
T
の
母
国
を
は
じ
め
と
し
た
外
国

の
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
多
く
持
つ
こ

と
で
、
多
文
化
共
生
・
異
文
化
理
解
の

意
識
が
育
ま
れ
ま
す
。

成
田
の
英
語
教
育
が
目
指
す
姿

　
こ
の
よ
う
な
英
語
教
育
を
通
し
て
、

相
手
を
思
い
や
り
、
尊
重
す
る
態
度
の

育
成
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
児
童
・
生
徒
の
「
間
違
い
を

恐
れ
ず
、
英
語
で
自
分
の
思
い
や
考
え

を
積
極
的
に
伝
え
合
う
態
度
」
を
育
ん

で
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
国
際
都
市
成
田
の
未
来
を

担
う
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目

指
し
、
英
語
教
育
の
歩
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
教
育
指
導
課（
☎
20
‐

1
5
8
2
）へ
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
を
目
指
し
て

成
田
市
の
小
中
学
校
英
語
教
育

国
際
化
が
進
む
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
英
語
が
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
英
語
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
る
た
め
、
全
て
の
市
立
学
校
に
外

国
人
英
語
講
師（
A
L
T
）を
配
置
し
、
小
学
1
年
生
か
ら
英
語
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　ティームティーチングは「u
アンダースタン デ ィ ン グ
nderstanding

（相互理解）」です。日本人教員と子どもの理
解度を共有し、アイデアを出し合っています。
それらを擦り合わせ、子どもたちに合った活
動やゲームを実施するようにしています。

　授業をする時は、より自然な会話の状況や
雰囲気を設定するよう環境づくりを大事にし
ています。また、生徒が「自分もやってみた
い」と思えるような日本人教員との掛け合い
の「r

リ ズ ム
hythm」を大切にしています。

「日頃どのようなことを大切にしてティームティーチ
ングを行っていますか」

R
ラ ケ ー ル
aquelさん

（向台小学校）
T
トラヴィス
ravisさん

（西中学校）

活躍中のALTにインタビュー

ALTと日本人教員が写真を使ってティームティーチング
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